
兵庫県

新時代の兵庫をひらく
─ 2019年度の当初予算と主な事業 ─
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新平
成
の
終
わ
り
を
迎
え
て

冷
戦
終
結
と
と
も
に
幕
を
開
け
た
平
成
。

バ
ブ
ル
崩
壊
に
よ
る
デ
フ
レ
経
済
と
相
次
ぐ

災
害
に
見
舞
わ
れ
た
こ
の
30
年
間
は
、兵
庫

県
に
と
っ
て
も
、阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
の

創
造
的
復
興
と
行
財
政
構
造
改
革
に
取
り
組

ん
だ
時
代
で
し
た
。

平
成
の
終
わ
り
を
迎
え
て
も
、東
京
一
極

集
中
の
流
れ
は
止
ま
り
ま
せ
ん
。
人
口
減
少
、

少
子
高
齢
化
も
続
き
ま
す
。
阪
神
・
淡
路
大

震
災
の
風
化
の
懸
念
や
自
然
災
害
へ
の
備
え

も
急
務
で
す
。

米
中
貿
易
摩
擦
、英
国
の
E
U
離
脱
な

ど
孤
立
化
、分
断
化
の
動
き
、株
や
為
替
の

不
安
定
な
動
き
な
ど
、世
界
や
日
本
経
済
の

先
行
き
へ
の
不
透
明
感
も
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

未
来
の
息
吹

㆒
方
で
、未
来
の
息
吹
が
芽
生
え
て
い
ま
す
。

㆒
つ
は
、働
き
方
の
多
様
化
で
す
。
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
に
応
じ
た
働
き
方
を
望
む
女
性

や
意
欲
あ
る
高
齢
者
が
増
え
て
い
ま
す
。
起

業
に
挑
む
若
者
も
出
て
き
ま
し
た
。

二
つ
は
、革
新
的
技
術
の
活
用
で
す
。
ド

ロ
ー
ン
が
災
害
現
場
や
イ
ン
フ
ラ
の
点
検
な

ど
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。
手
術
支
援
ロ
ボ
ッ

ト
の
開
発
や
再
生
医
療
の
臨
床
応
用
が
病
に

苦
し
む
人
た
ち
に
希
望
を
与
え
て
い
ま
す
。

A
I（
人
工
知
能
）や
I
o
T（
モ
ノ
の
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）な
ど
の
技
術
が
社
会
を
変

え
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
動
き
を
兵
庫

の
輝
き
に
変
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。三

つ
は
、交
流
・
環
流
の
拡
大
で
す
。
若

者
を
中
心
に
地
方
を
目
指
す
動
き
が
生
ま
れ

て
い
ま
す
。
カ
ム
バ
ッ
ク
ひ
ょ
う
ご
東
京
セ
ン

タ
ー
を
通
じ
て
移
住
し
た
人
の
8
割
が
20
代

か
ら
40
代
の
人
た
ち
で
し
た
。
定
住
人
口
の

増
加
に
向
け
、交
流
人
口
や
関
係
人
口
を
増

や
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

関
西
の
時
代
の
到
来

そ
し
て
今
、関
西
の
時
代
が
到
来
し
て
い

ま
す
。

関
西
は
、い
に
し
え
よ
り
都
が
置
か
れ
、歴

史
・
文
化
遺
産
、教
育
研
究
機
関
な
ど
に
恵

ま
れ
て
お
り
、個
性
豊
か
な
地
域
が
独
自
性

を
持
ち
な
が
ら
も
、互
い
に
認
め
合
い
、発
展

を
遂
げ
て
き
ま
し
た
。

自
国
第
一
主
義
の
風
潮
が
広
が
り
、世
界

が
協
調
か
ら
対
立
へ
と
進
ん
で
い
る
今
こ
そ
、

経
済
力
や
文
化
の
異
な
る
多
様
な
地
域
が
連

携
し
て
き
た
関
西
が
、世
界
に
そ
の
存
在
を

示
す
時
で
す
。

G
20
サ
ミ
ッ
ト
の
開
催
。
9
月
の
ラ
グ
ビ

ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
を
皮
切
り
に
、2
0
2
0

年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、

21
年
の
ワ
ー
ル
ド
マ
ス
タ
ー
ズ
ゲ
ー
ム
ズ

2
0
2
1
関
西
へ
と
続
く
、ゴ
ー
ル
デ
ン
・
ス

ポ
ー
ツ
イ
ヤ
ー
ズ
。
そ
し
て
、25
年
の
大
阪
・

関
西
万
博
の
開
催
へ
と
、世
界
の
注
目
が
関

西
に
集
ま
る
機
会
が
続
き
ま
す
。

関
西
一
丸
と
な
っ
て
、地
域
の
魅
力
を
発

信
し
、世
界
の
成
長
を
取
り
込
み
、関
西
全

体
の
発
展
、ひ
い
て
は
国
土
の
双
眼
構
造
の

実
現
に
つ
な
げ
て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

多
様
性
と
連
携
に
よ
り
成
長
し
て
き
た
兵
庫

こ
そ
、そ
の
先
導
役
と
な
る
べ
き
で
す
。

分
権
型
社
会
へ
の
変
革

昨
年
の
兵
庫
県
政
1
5
0
周
年
の
節
目

は
、子
ど
も
た
ち
を
含
め
多
く
の
県
民
が
過

去
を
振
り
返
り
、未
来
を
考
え
る
機
会
と
な

り
ま
し
た
。

明
治
維
新
で
は
、欧
米
列
強
に
対
抗
で
き

な
い
と
の
危
機
意
識
か
ら
、幕
藩
体
制
に
変

わ
る
中
央
集
権
国
家
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
あ

れ
か
ら
1
5
0
年
、
価
値
観
が
多
様
化
し
、

物
の
豊
か
さ
よ
り
も
、心
の
豊
か
さ
が
求
め

ら
れ
る
時
代
と
な
っ
て
い
ま
す
。
画
一
的
、標

準
的
発
想
の
中
央
集
権
体
制
の
ま
ま
で
は
乗

り
切
れ
ま
せ
ん
。
必
要
な
の
は
、分
権
型
社

会
へ
の
変
革
で
す
。
県
政
1
5
0
年
を
迎
え

た
今
だ
か
ら
こ
そ
、兵
庫
が
そ
の
先
頭
に
立

た
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

新
時
代
の
兵
庫
を
ひ
ら
く

兵
庫
県
知
事

井
戸
敏
三
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暮らしの質
●充実する「自分時間」
・ ワーク・ライフ・バランスが実現
・ 多様な形で過ごす「自分時間」

●交流五国
 ・ 地域間や世界との交流が拡大
 ・ 陸海空の交通インフラが充実

●安全な暮らし
・ �防災、防犯、感染症対策等が強化

●豊かな生活空間
 ・ 二地域居住等が拡大
 ・ 世代間交流が広がる地域

未来の活力
●価値創造経済
・ 先端産業が集積 
・ 起業・創業が活発化

●環境先進地
・ 次世代エネルギー社会を先導
・ 森林資源の活用が拡大

●全員活躍社会
・ 多様な働き方が実現
・ 生涯現役

●御
みけつくに

食国ひょうご
・ 農水産業が基幹産業として発展
・ 農のスマート化が進展

●未来に挑む人づくり
・ 地域と世界で活躍する力が育成
・ リカレント教育が充実

●子育て安心社会
・ 子育て環境が充実
・ 地域とつながる子育てが再生

●進む健康長寿
・ 健康寿命が延伸
・ 介護・医療体制が充実

ダイナミックな交流・環流

ビジョン課
078（362）3072�
078（362）3950

�兵庫2030年の展望 検索

「すこやか兵庫」の実現　～五国を活かし 日本を先導 世界につなぐ～

人口が減っても活力が持続する
兵庫を実現

「未来の活力」
の創出

活躍の舞台が広がる
兵庫を実現

「ダイナミックな
交流・環流」の拡大

豊かな生活ができる
兵庫を実現

「暮らしの質」
の追求

兵庫2030年の展望の全体図

基
本
方
針

目
指
す
姿

兵
庫
の
2
0
3
0
年
の
姿

目
指
す
は
、す
こ
や
か
兵
庫
の
実
現

未
来
は
向
こ
う
か
ら
や
っ
て
来
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
に
生
き
る
私
た
ち
が
自

ら
の
手
で
つ
く
り
上
げ
る
も
の
で
す
。

5
月
に
は
、新
天
皇
が
御
即
位
さ
れ
、新

元
号
と
な
り
ま
す
。
阪
神
・
淡
路
大
震
災
か

ら
25
年
の
節
目
の
年
で
も
あ
り
ま
す
。

平
成
か
ら
次
の
時
代
へ
、転
換
期
を
迎
え

た
私
た
ち
に
必
要
な
こ
と
は
、未
来
を
実
現

す
る
と
い
う
強
い
志
を
持
ち
、そ
の
た
め
の

第
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
で
す
。

兵
庫
の
目
指
す
べ
き
姿
を
描
い
た「
兵
庫

2
0
3
0
年
の
展
望
」は
、そ
の
道
し
る
べ

で
す
。
未
来
の
活
力
の
創
出
、暮
ら
し
の
質

の
追
求
、ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
交
流
・
環
流
の
拡

大
の
三
つ
を
基
本
方
針
に
、新
時
代
に
ふ
さ

わ
し
い「
す
こ
や
か
兵
庫
」
を
つ
く
る
、

2
0
1
9
年
は
そ
の
ス
タ
ー
ト
の
年
で
す
。

今
年
こ
そ
、元
気
な
兵
庫
づ
く
り
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

生
活
、産
業
、人
、地
域
な
ど
、多
様
性
と

可
能
性
に
あ
ふ
れ
、健
全
で
元
気
な「
す
こ

や
か
兵
庫
」を
実
現
す
る
。
ま
さ
に
個
性
豊

か
な
五
国
が
一
つ
に
な
っ
た
多
様
な
兵
庫
の

真
価
が
問
わ
れ
て
い
る
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

兵
庫
の
こ
れ
ま
で
と
こ
れ
か
ら
を
つ
な
ぐ

の
は
、今
を
生
き
る
私
た
ち
。
県
民
の
皆
さ

ん
、兵
庫
の
新
た
な
時
代
を
共
に
ひ
ら
い
て

い
き
ま
し
ょ
う
。
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【
予
算
編
成
の
基
本
方
針
】

▼�

行
財
政
運
営
方
針
に
基
づ
く

適
切
な
行
財
政
運
営
の
推
進

行
財
政
全
般
に
わ
た
る
構
造
改

革
に
よ
り
確
立
し
た
体
制
の
下
、

選
択
と
集
中
を
徹
底
し
、収
支
均

衡
と
将
来
負
担
の
軽
減
を
図
る
持

続
可
能
な
行
財
政
構
造
を
推
進
し

ま
す
。

▼�

す
こ
や
か
兵
庫
の
実
現
に

向
け
た
施
策
の
推
進

社
会
経
済
情
勢
の
変
化
へ
の
的

確
な
対
応
な
ど
、県
民
ニ
ー
ズ
を

的
確
に
捉
え
つ
つ
、兵
庫
県
地
域

創
生
戦
略
、兵
庫
2
0
3
0
年
の

展
望
お
よ
び
21
世
紀
兵
庫
長
期
ビ

ジ
ョ
ン
を
踏
ま
え
た
、す
こ
や
か

兵
庫
の
実
現
に
向
け
た
施
策
を
積

極
的
に
推
進
し
ま
す
。

▼
安
全
安
心
の
確
保

風
水
害
や
地
震
な
ど
の
自
然
災

害
等
か
ら
県
民
の
安
全
安
心
を
確

保
す
る
た
め
、国
の
「
防
災
・
減

2
0
1
9
年
度 

当
初
予
算

災
、国
土
強
靱
化
の
た
め
の
3
か

年
緊
急
対
策
」
に
基
づ
く
臨
時
・

特
別
の
措
置
も
積
極
的
に
活
用
し
、

防
災
・
減
災
対
策
を
総
合
的
に
推

進
す
る
と
と
も
に
、子
育
て
支
援

の
充
実
な
ど
、安
全
安
心
な
生
活

環
境
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

▼
地
域
創
生
の
推
進

将
来
に
わ
た
っ
て
活
力
あ
る
地

域
社
会
を
構
築
す
る
た
め
、兵
庫

県
地
域
創
生
戦
略
に
基
づ
く
子
ど

も
・
子
育
て
対
策
、健
康
長
寿
対

策
、社
会
増
対
策
、地
域
の
元
気

づ
く
り
を
積
極
的
に
推
進
し
ま
す
。

▼
国
の
動
向
等
の
適
切
な
反
映

地
方
創
生
や
社
会
保
障
と
税
の

一
体
改
革
、経
済
・
財
政
再
生
計

画
に
基
づ
く
歳
出
改
革
な
ど
、国

の
政
策
動
向
や
予
算
編
成
、地
方

財
政
対
策
に
加
え
、消
費
税
率
の

引
き
上
げ
に
伴
う
需
要
変
動
対
策

に
つ
い
て
、そ
の
動
向
を
十
分
注

視
し
、県
予
算
へ
適
切
に
反
映
し

ま
す
。

▼
市
町
と
の
連
携
・
協
調
の
推
進

効
果
的
・
効
率
的
な
事
業
執
行
、

県
民
の
利
便
性
向
上
を
図
る
た
め
、

市
町
と
の
適
切
な
役
割
分
担
の
下
、

連
携
・
協
調
し
た
事
業
を
展
開
し

ま
す
。

▼
自
主
財
源
確
保
の
推
進

厳
し
い
財
政
環
境
の
中
で
の
予

算
編
成
を
行
う
に
当
た
り
、税
収

確
保
対
策
を
は
じ
め
、法
人
県
民

税
超
過
課
税
の
延
長
や
、ネ
ー
ミ

ン
グ
ラ
イ
ツ
、ふ
る
さ
と
ひ
ょ
う

ご
寄
附
金
な
ど
自
主
財
源
の
確
保

対
策
を
積
極
的
に
推
進
し
ま
す
。

▼
通
年
予
算
の
編
成

災
害
対
策
な
ど
の
緊
急
的
な
対

策
を
除
き
通
年
予
算
を
編
成
し
ま

す
。【

歳
入
】

▼
県
税
等 

〔
8
2
9
5
億
円
〕

好
調
な
企
業
業
績
を
反
映
し
、

法
人
関
係
税
が
増
（
＋
1
0
4
億

円
）
と
な
る
と
と
も
に
、10
月
か

一般会計 1兆9,354億円 ｜ 特別会計 1兆5,708億円 ｜ 公営企業会計 2,757億円 
総額 3兆7,819億円対前年度比

101.8％

県税等
42.9%

地方交付税等
19.8%

諸収入
16.3%

国庫支出金
9.2%

県債
6.4%

繰入金 3.2%
使用料および手数料 1.2% 地方譲与税ほか 1.0%

教育費
19.3%

民生費
17.1%

商工費
13.7%

公債費
14.2%

総務費
11.2%

土木費
8.6%

警察費
7.1%

農林水産費 4.6%
衛生費 3.1% 災害復旧費ほか 1.1%

2019年度

当初予算

歳入
（一般会計）

歳出
（一般会計）

予
算
編
成
の
基
本
方
針

歳
　
　
入

行
財
政
構
造
改
革
の
成
果
を
生
か
し
つ
つ

適
切
な
行
財
政
運
営
を
推
進
す
る
た
め
に

策
定
し
た
行
財
政
運
営
方
針
の
下
、選
択
と

集
中
を
徹
底
。兵
庫
2
0
3
0
年
の
展
望
が

目
指
す
〝
す
こ
や
か
兵
庫
〟
の
実
現
に
向
け
、

本
県
の
強
み
で
あ
る
多
様
性
と
連
携
を
生
か

し
た
兵
庫
の
未
来
づ
く
り
を
積
極
的
に
進
め

て
い
く
た
め
の
予
算
を
編
成
し
ま
し
た
。
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ら
の
税
率
引
き
上
げ
等
に
伴
い
、

地
方
消
費
税
が
増
（
＋
56
億
円
）

と
な
っ
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、前

年
度
を
2
4
6
億
円
上
回
り
、過

去
最
高
額
と
な
る
8
2
9
5
億
円

を
計
上
し
ま
し
た
。

▼
地
方
特
例
交
付
金
等 
〔
3
2
8
億
円
〕

2
0
1
9
年
度
は
全
額
国
庫
対

応
と
さ
れ
た
幼
児
教
育
の
無
償
化

に
伴
う
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
臨

時
交
付
金
の
創
設
（
43
億
円
）
に

加
え
、税
制
改
正
に
よ
る
自
動
車

関
係
税
の
減
収
を
補ほ
て
ん填
す
る
た
め

の
特
例
交
付
金
の
創
設
（
7
億

円
）
等
に
よ
り
、前
年
度
を
53
億

円
上
回
る
3
2
8
億
円
を
計
上
し

ま
し
た
。

▼
地
方
交
付
税
等 

〔
3
8
3
1
億
円
〕

臨
時
財
政
対
策
債
（
9
7
7
億

円
）
を
含
む
実
質
的
な
地
方
交
付

税
は
、税
収
に
連
動
し
て
基
準
財

政
収
入
額
が
伸
び
る
こ
と
か
ら
、

前
年
度
を
2
7
2
億
円
下
回
る

3
8
3
1
億
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

▼
国
庫
支
出
金 

〔
1
7
8
6
億
円
〕

参
議
院
議
員
通
常
選
挙
の
実
施

（
19
億
円
）
や
防
災
・
減
災
、国
土

強き
ょ
う
じ
ん
靱
化
の
た
め
の
3
か
年
緊
急
対

策
に
基
づ
く
投
資
補
助
事
業
の
増

（
＋
1
0
6
億
円
）
等
に
よ
り
、前

年
度
を
1
8
5
億
円
上
回
る

1
7
8
6
億
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

▼
県
債 

〔
1
2
3
8
億
円
〕

国
庫
支
出
金
と
同
様
に
公
共
事

業
の
増
等
に
伴
う
起
債
の
増
に
よ

り
、前
年
度
を
2
8
4
億
円
上
回

る
1
2
3
8
億
円
を
計
上
し
ま
し

た
。

【
歳
出
】

▼
人
件
費 

〔
4
6
6
6
億
円
〕

退
職
見
込
者
数
の
減
に
よ
り
退

職
手
当
が
減
（
△
22
億
円
）
と
な

っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、人
件
費
全

体
で
は
前
年
度
を
18
億
円
下
回
る

4
6
6
6
億
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

▼
行
政
経
費 

〔
7
7
3
6
億
円
〕

中
小
企
業
制
度
融
資
に
お
け
る

融
資
残
高
の
減
少
に
伴
い
貸
付
金

が
減
（
△
1
8
0
億
円
）
と
な
る

一
方
、幼
児
教
育
の
無
償
化
な
ど

の
制
度
充
実
や
自
然
増
に
よ
る
社

会
保
障
関
係
費
の
増
（
＋

1
4
0
億
円
）、参
議
院
議
員
通

常
選
挙
の
実
施
（
19
億
円
）
等
に

よ
り
、前
年
度
を
63
億
円
上
回
る

7
7
3
6
億
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

▼
投
資
的
経
費 

〔
2
2
4
0
億
円
〕

投
資
的
経
費
全
体
で
は
、前
年

度
を
3
5
6
億
円
上
回
る

2
2
4
0
億
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

普
通
建
設
事
業
費
に
つ
い
て
、地

方
財
政
計
画
の
水
準
を
基
本
と
し

つ
つ
、防
災
・
減
災
対
策
を
積
極

的
に
推
進
す
る
た
め
、臨
時
・
特

別
分
と
し
て
国
庫
補
助
事
業

（
2
3
5
億
円
）
と
、県
単
独
事
業

（
1
2
0
億
円
）
を
別
枠
で
確
保

す
る
と
と
も
に
、災
害
復
旧
事
業

で
は
、2
0
1
8
年
度
の
災
害
復

旧
に
対
応
す
る
額
（
＋
26
億
円
）

を
計
上
し
ま
し
た
。

▼
公
債
費 

〔
2
7
4
0
億
円
〕

2
0
1
5
年
度
に
発
行
し
た
臨

時
財
政
対
策
債
の
元
金
償
還
開
始

等
に
よ
る
元
金
の
増
に
よ
り
、前

年
度
を
59
億
円
上
回
る

2
7
4
0
億
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

財
政
課

0
7
8（
3
6
2
）3
0
8
2

0
7
8（
3
6
2
）9
0
4
9

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

40,000

45,000

50,000
（億円）

1994 1995 1996 20162015 2017 2018 2019

（1994～2017：決算、2018、2019：当初予算）

（年度）

30,492
実
質
的
な
県
債
残
高（※

）

通常債等
財源対策債
減収補填債
（交付税算入率75％）

臨時財政対策債
（交付税算入率100％）

18,221

17,128

1,09315,870

14,790

1,080
12,604

11,648

956

48,556

24,767

5,725

1,486

16,578

48,285

24,646

5,861

1,436

16,342

48,298

25,000

6,036

1,726

15,536

47,660

25,140

6,053

1,649

14,818

46,431

24,713

5,969

1,588

14,161

※�県債残高の総額から、後年度に地方交付税で措置される臨時財政対策債と減収補填債（75%）の�
残高を除いた県債残高

（年度）

8,233

12,131

4,818

1995 1996 2015 2016 2017 2018

（億円） （1995～2017：決算、2018、2019：当初予算）

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

4,386 3,992

2019

3,615 3,229

震災関連県債残高の推移（普通会計ベース）

県債残高（今後、金融機関などに
実際に償還すべき残高）の推移

歳
　
　
出
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●
風
水
害
対
策

昨
年
の
台
風
第
21
号
に
よ
り
、

浸
水
被
害
に
見
舞
わ
れ
た
臨
海
部

を
中
心
に
、高
潮
対
策
に
取
り
組

み
ま
す
。県
管
理
の
全
て
の
海
岸

や
河
川
を
対
象
に
10
カ
年
計
画
を

策
定
し
、優
先
度
の
高
い
箇
所
か

ら
対
策
を
進
め
ま
す
。被
害
が
あ

っ
た
地
区
に
つ
い
て
は
、3
カ
年

で
緊
急
対
策
を
実
施
し
ま
す
。

河
川
改
修
が
効
果
を
発
揮
し

て
い
ま
す
。引
き
続
き
、河
川
の

【
安
全
安
心
な
基
盤
の
確
保
】

地
域
の
安
全
基
盤
の
強
化

●
阪
神・淡
路
大
震
災
25
年
事
業

の
実
施

大
災
害
の
時
代
を
迎
え
た
今
、

阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
経
験
と
教

訓
を
風
化
さ
せ
て
は
な
り
ま
せ

ん
。「
忘
れ
な
い
、伝
え
る
、活
か

す
、備
え
る
」
の
四
つ
を
テ
ー
マ

に
、災
害
文
化
の
定
着
を
目
指
し

て
、県
民
・
関
係
機
関
・
団
体
等

と
連
携
し
た
震
災
25
年
事
業
を

展
開
し
ま
す
。

●
地
震・津
波
対
策

南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
備
え
、津

波
防
災
イ
ン
フ
ラ
を
計
画
的
に

整
備
し
ま
す
。日
本
海
側
の
津
波

被
害
に
備
え
る
た
め
の
計
画
を

策
定
し
、ハ
ー
ド
、ソ
フ
ト
両
面

か
ら
対
策
を
進
め
ま
す
。

作
成
し
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
向
け

情
報
伝
達
ア
プ
リ
と
連
携
さ
せ
、

住
民
の
主
体
的
な
避
難
行
動
を

促
し
ま
す
。

全
市
町
を
対
象
に
、災
害
時
要

援
護
者
を
、い
つ
、ど
こ
へ
、ど
の

よ
う
に
避
難
支
援
を
行
う
か
を

内
容
と
す
る
個
別
支
援
計
画
の

策
定
を
支
援
し
ま
す
。

●
企
業
の
防
災
力
の
向
上

県
民
生
活
の
復
旧
に
は
、企
業

活
動
の
早
期
再
開
が
欠
か
せ
ま

せ
ん
。県
内
企
業
の
事
業
継
続
計

画
の
策
定
を
支
援
し
ま
す
。

●
大
規
模
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
の
支
援

大
規
模
災
害
時
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
参
加
を
促
す
た
め
、被
災
者

の
生
活
再
建
を
支
援
す
る
団
体
の

交
通
費
な
ど
を
助
成
し
ま
す
。県

外
か
ら
県
内
の
被
災
地
を
支
援
す

る
場
合
も
対
象
と
し
ま
す
。

子
育
て
安
心
社
会
の
推
進

●
出
会
い・結
婚
支
援

県
内
10
カ
所
の
ひ
ょ
う
ご
出

会
い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
日

曜
も
開
所
し
、会
員
数
の
増
加
や

お
見
合
い
の
機
会
の
拡
大
な
ど

を
図
り
ま
す
。

●
子
育
て
環
境
の
充
実

10
月
か
ら
幼
児
教
育
・
保
育
の

無
償
化
が
始
ま
り
ま
す
。女
性
の

中
上
流
部
の
拡
幅
や
流
れ
を
阻

害
し
て
い
る
樹
木
の
伐
採
を
進

め
ま
す
。ダ
ム
の
事
前
放
流
や
、

た
め
池
の
治
水
活
用
も
拡
大
し

ま
す
。

治
山
ダ
ム
や
砂
防
え
ん
堤
の

整
備
も
前
倒
し
で
進
め
る
と
と

も
に
、2
0
2
0
年
度
ま
で
に
土

砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
の
指
定

完
了
を
目
指
し
ま
す
。ま
た
、効

果
を
発
揮
し
て
い
る
間
伐
材
を

利
用
し
た
土
留
工
な
ど
の
、災
害

に
強
い
森
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

た
め
池
の
新
た
な
5
カ
年
計

画
を
策
定
し
ま
す
。小
規
模
な
た

め
池
を
対
象
に
加
え
、改
修
や
廃

止
に
順
次
取
り
組
み
ま
す
。

●
住
民
の
避
難
行
動
の
向
上

昨
年
の
7
月
豪
雨
災
害
で
は
、

住
民
の
避
難
行
動
上
の
課
題
が

浮
き
彫
り
と
な
り
ま
し
た
。

避
難
の
タ
イ
ミ
ン
グ
な
ど
を

記
載
す
る
マ
イ
避
難
カ
ー
ド
を

熊本地震ボランティア活動（益城町）

桐谷川砂防えん堤（佐用町）

安
全
安
心
な

基
盤
の
確
保

2
0
1
9
年
度
の
主
な
事
業
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社
会
進
出
が
促
進
さ
れ
る
一
方

で
、待
機
児
童
の
増
加
や
保
育
士

の
不
足
へ
の
対
応
が
必
要
で
す
。

地
域
枠
定
員
を
設
け
る
企
業

主
導
型
保
育
所
の
設
置
や
認
定

こ
ど
も
園
へ
の
移
行
を
支
援
し

ま
す
。保
育
士
の
処
遇
改
善
や
人

材
確
保
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

無
償
化
の
対
象
と
な
ら
な
い

0
歳
児
〜
2
歳
児
に
つ
い
て
は
、

第
2
子
以
降
の
保
育
料
の
助
成

額
を
引
き
上
げ
、第
1
子
を
新
た

に
対
象
に
加
え
ま
す
。

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
開
設

時
間
の
延
長
や
、病
児
・
病
後
児

保
育
な
ど
、安
心
し
て
働
き
な
が

ら
子
育
て
で
き
る
環
境
整
備
も

進
め
ま
す
。

●
幼
児
教
育
の
質
の
向
上

幼
稚
園
、認
定
こ
ど
も
園
、保

育
所
な
ど
が
連
携
し
て
、幼
児
教

育
の
質
の
充
実
を
図
る
た
め
の

協
議
会
を
設
置
し
ま
す
。併
せ
て
、

保
護
者
向
け
教
育
冊
子
を
作
成

し
、子
ど
も
の
発
達
や
関
わ
り
方

へ
の
理
解
を
深
め
ま
す
。

安
全
な
暮
ら
し
の
実
現

●
地
域
安
全
ま
ち
づ
く
り

刑
法
犯
認
知
件
数
は
減
少
し

て
い
ま
す
が
、特
殊
詐
欺
や
子
ど

も
へ
の
声
掛
け
事
案
は
高
止
ま

り
し
て
い
ま
す
。

「
ひ
ょ
う
ご
防
犯
ネ
ッ
ト
」
に
、

過
去
の
事
案
を
自
動
で
地
図
上

に
示
す
機
能
な
ど
を
加
え
、効
果

的
な
防
犯
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

育
児
放
棄
の
疑
い
な
ど
身
近
な

異
変
を
匿
名
で
通
報
で
き
る
、ひ

ょ
う
ご
地
域
安
全
S
O
S
キ
ャ

ッ
チ
電
話
相
談
も
引
き
続
き
取

り
組
み
ま
す
。

●
児
童
虐
待
防
止

児
童
虐
待
に
よ
る
悲
惨
な
事

件
を
防
ぐ
た
め
に
は
、関
係
機
関

と
の
連
携
が
不
可
欠
で
す
。虐
待

の
疑
い
の
あ
る
子
ど
も
に
対
し
、

医
療
機
関
や
警
察
、市
町
な
ど
と

の
連
携
を
強
化
し
て
必
要
な
支

援
を
行
い
ま
す
。

既
に
、こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

で
は
第
三
者
機
関
に
よ
り
家
庭

復
帰
の
適
否
を
判
断
し
て
い
ま

す
が
、さ
ら
に
き
め
細
や
か
な
支

援
を
行
い
、子
ど
も
の
安
全
安
心

を
確
保
し
ま
す
。

●
D
V
防
止
対
策
の
推
進

家
庭
で
の
配
偶
者
へ
の
暴
力

は
、子
ど
も
の
人
格
形
成
に
大
き

な
影
響
を
与
え
ま
す
。関
係
機
関

と
連
携
し
、D
V
相
談
や
シ
ェ
ル

タ
ー
で
の
一
時
保
護
な
ど
の
対

策
を
充
実
し
ま
す
。

●
い
じ
め
や
問
題
行
動
へ
の
対
応

い
じ
め
は
早
期
発
見
、早
期
対

応
が
何
よ
り
肝
心
で
す
。S
N
S

（
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ

ン
グ
・
サ
ー
ビ
ス
）
に
よ
る
相
談

窓
口
を
、年
間
を
通
じ
て
開
設
し

ま
す
。ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ

ー
の
配
置
も
進
め
ま
す
。教
員
が

一
人
で
い
じ
め
問
題
を
抱
え
込

ま
な
い
よ
う
対
策
チ
ー
ム
を
全

校
に
設
置
し
、組
織
的
に
対
応
し

ま
す
。

医
療
・
介
護
体
制
の
充
実

●
地
域
医
療
の
充
実
強
化

保
健
医
療
計
画
の
圏
域
版
を

策
定
し
、地
域
の
実
情
に
応
じ
た

医
療
提
供
体
制
を
確
保
し
ま
す
。

今
後
不
足
が
予
想
さ
れ
る
回
復

期
機
能
病
床
な
ど
へ
の
病
床
機

能
転
換
を
推
進
し
ま
す
。

●
受
動
喫
煙
対
策
の
推
進

健
康
増
進
法
に
よ
る
受
動
喫

煙
防
止
措
置
に
合
わ
せ
、受
動
喫

煙
防
止
条
例
を
改
正
し
ま
す
。基

本
は
既
存
の
特
定
施
設
以
外
の

施
設
の
原
則
禁
煙
で
す
。受
動
喫

煙
対
策
の
先
進
県
と
し
て
、特
に

20
歳
未
満
の
者
と
妊
婦
を
守
る

観
点
か
ら
対
策
を
強
化
し
ま
す
。

●
が
ん
対
策
の
強
化

が
ん
は
、医
療
技
術
の
進
歩
に

よ
り
、不
治
の
病
か
ら
長
く
付
き

合
う
病
気
に
変
わ
り
つ
つ
あ
り

ま
す
。全
国
平
均
よ
り
も
低
い
検

診
受
診
率
の
向
上
や
、働
き
な
が

ら
通
院
し
て
い
る
患
者
の
増
加

な
ど
の
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、

が
ん
対
策
推
進
条
例
を
制
定
し

ま
す
。

が
ん
検
診
を
居
住
市
町
以
外

の
医
療
機
関
で
も
受
診
で
き
る

体
制
に
強
化
し
ま
す
。治
療
の
た

め
休
職
す
る
従
業
員
の
代
替
職

員
を
雇
用
す
る
中
小
企
業
を
支

援
し
ま
す
。

●
県
立
病
院
の
統
合
再
編・建
て

替
え
整
備

県
立
病
院
で
は
、丹
波
医
療
セ

ン
タ
ー（
仮
称
）
を
7
月
に
開
院

し
ま
す
。は
り
ま
姫
路
総
合
医
療

セ
ン
タ
ー（
仮
称
）
は
、2
0
2
2

年
度
上
期
の
開
院
を
目
指
し
、整

備
を
進
め
ま
す
。西
宮
病
院
は
西

宮
市
立
中
央
病
院
と
の
統
合
再

編
、が
ん
セ
ン
タ
ー
は
建
て
替
え

2019年度の主な事業

放課後児童クラブ

月曜～金曜　9時～16時
※祝休日、12月29日～1月3日を除く

日常生活の中で異変に気
付いた際や虐待、DVが疑
われる場合等に知らせてく
ださい。専門相談機関や警
察等、適切な機関に速やか
につなぎます。

相談時間

電話番号

☎078（341）1
い

3
ざ

2
ツー

4
ホー

ひょうご地域安全SOSキャッチ電話相談
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も
広
げ
ま
す
。バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

済
み
で
も
著
し
く
長
い
距
離
の

迂う
か
い回

が
必
要
な
駅
に
つ
い
て
は
、

2
経
路
目
の
整
備
を
支
援
し
ま

す
。人

材
が
不
足
し
て
い
る
介
護

分
野
で
は
、A
I

な
ど
を
活
用
し

た
在
宅
介
護
支
援
の
実
証
実
験

に
取
り
組
み
ま
す
。特
養
な
ど
で

実
施
し
て
い
た
介
護
ロ
ボ
ッ
ト

の
導
入
支
援
を
、介
護
施
設
や
事

業
所
全
般
に
広
げ
ま
す
。

●
障
害
者
支
援
の
充
実

重
症
心
身
障
害
児
者
が
地
域

で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境
を

整
備
し
ま
す
。通
所
や
居
宅
で
の

発
達
支
援
や
、医
療
支
援
型
グ
ル

ー
プ
ホ
ー
ム
の
開
設
を
支
援
し

ま
す
。

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
等
と

連
携
し
て
、肢
体
不
自
由
児
者
の

診
療
、リ
ハ
ビ
リ
、相
談
を
行
う

拠
点
を
阪
神
地
域
に
設
置
し
ま
す
。

専
門
書
を
中
心
に
、書
籍
を
音

声
化
し
た
オ
ー
デ
ィ
オ
ブ
ッ
ク

の
充
実
や
、手
話
通
訳
者
の
派
遣

を
支
援
し
ま
す
。

●
障
害
者
就
労
の
促
進

障
害
者
が
働
け
る
場
所
を
増

や
す
た
め
、特
に
雇
用
が
進
ん
で

効
求
人
倍
率
は
、昨
年
12
月
で
4

倍
を
超
え
て
い
ま
す
。人
材
確
保

が
急
務
で
す
。

4
月
か
ら
総
合
衛
生
学
院
に

介
護
福
祉
学
科
を
開
設
し
ま
す
。

高
齢
者
等
が
職
場
研
修
を
受
け

な
が
ら
、配
膳
や
洗
濯
な
ど
の
補

助
的
業
務
に
従
事
す
る
ひ
ょ
う

ご
ケ
ア
・
ア
シ
ス
タ
ン
ト
制
度
を

創
設
し
ま
す
。

●
認
知
症
の
早
期
発
見
の
促
進

認
知
症
は
、早
期
発
見
が
重
要

で
す
。認
知
症
対
応
医
療
機
関
の

連
携
体
制
を
充
実
強
化
し
、診
断
、

治
療
へ
と
切
れ
目
の
な
い
対
策

に
つ
な
げ
ま
す
。

従
業
員
と
そ
の
家
族
か
ら
の

相
談
に
応
じ
る
た
め
、専
門
サ
ポ

ー
ト
チ
ー
ム
を
企
業
に
派
遣
し

ま
す
。

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
社
会
づ
く
り
の

推
進

●
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
推
進

誰
も
が
安
心
し
て
移
動
で
き

る
よ
う
、鉄
道
駅
舎
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
支
援
の
対
象
を
、一
日
の

乗
降
客
数
が
3
千
人
未
満
で
、高

齢
者
な
ど
の
利
用
が
多
い
駅
に

整
備
に
向
け
、基
本
計
画
を
策
定

し
ま
す
。

●
高
齢
者
支
援
の
充
実

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
向

け
、施
設
と
在
宅
両
面
か
ら
対
策

を
進
め
ま
す
。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
整

備
に
加
え
、サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢

者
向
け
住
宅
が
特
養
並
み
の
ケ

ア
を
提
供
で
き
る
よ
う
、施
設
の

機
能
強
化
を
支
援
し
ま
す
。

定
期
巡
回
・
随
時
対
応
サ
ー
ビ

ス
に
つ
い
て
は
、2
0
2
5
年
ま

で
に
3
0
0
事
業
所
の
開
設
を

目
指
し
、利
用
者
拡
大
と
事
業
者

の
参
入
促
進
に
取
り
組
み
ま
す
。

●
介
護
人
材
の
確
保

本
県
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
有

い
な
い
重
度
障
害
者
、精
神
障
害

者
を
雇
用
す
る
特
例
子
会
社
・
事

業
協
同
組
合
へ
の
支
援
を
強
化

し
ま
す
。

障
害
者
の
就
農
を
支
援
す
る

た
め
、農
福
連
携
推
進
員
を
新
た

に
設
置
し
ま
す
。

●
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
を
活
性
化

す
る
拠
点
と
し
て
、新
し
い
障
害

者
総
合
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ

ー
の
設
計
に
着
手
し
ま
す
。

10
月
に
神
戸
で
開
催
さ
れ
る

国
際
義
肢
装
具
協
会
（
I

 
S
 P 

O
）
の
世
界
大
会
に
合
わ
せ
、障

害
者
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
理
解

を
深
め
る
体
験
型
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
ま
す
。

【
未
来
へ
続
く
地
域
活
力
の
創
出
】

産
業
競
争
力
の
強
化

●
新
事
業
展
開
の
促
進

中
小
企
業
の
人
手
不
足
や
競

争
力
強
化
に
対
応
す
る
た
め
、

A
I

や
I
o
T
な
ど
生
産
性
を

高
め
る
設
備
の
導
入
や
、産
学
官

連
携
に
よ
る
研
究
開
発
を
新
た

に
支
援
し
ま
す
。

ド
ロ
ー
ン
に
つ
い
て
は
、県
が

率
先
し
て
災
害
時
の
状
況
把
握

や
河
川
堤
防
の
点
検
な
ど
に
利

活
用
し
、民
間
へ
の
導
入
を
促
進

し
ま
す
。

●
革
新
的
技
術
の
開
発
支
援

4
月
に
金
属
新
素
材
研
究
セ

ン
タ
ー
を
開
設
し
ま
す
。医
療
機

器
や
航
空
機
に
使
わ
れ
る
金
属

新
素
材
や
加
工
技
術
を
開
発
し
、

中
小
企
業
に
普
及
し
ま
す
。

ノ
ー
ベ
ル
医
学
生
理
学
賞
を

受
賞
さ
れ
た
本
庶
佑
さ
ん
が
主

導
す
る
研
究
の
早
期
実
用
化
を

支
援
す
る
た
め
、神
戸
市
と
共
同

で
、次
世
代
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー

の
整
備
を
検
討
し
ま
す
。神
戸
医

療
産
業
都
市
の
発
展
に
つ
な
が

第12回兵庫県障害者のじぎくスポーツ大会

未
来
へ
続
く

地
域
活
力
の
創
出

丹波医療センター（仮称）完成予想図
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る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

●
起
業・創
業
支
援

起
業
支
援
で
は
、若
手
、女
性
、

シ
ニ
ア
に
加
え
、35
歳
以
上
55
歳

未
満
の
ミ
ド
ル
層
も
対
象
と
し

ま
す
。

起
業
プ
ラ
ザ
ひ
ょ
う
ご
は
三

宮
再
整
備
の
た
め
、移
転
整
備
を

行
い
、金
融
機
関
の
協
力
を
得
て
、

事
業
段
階
に
応
じ
た
支
援
体
制

を
構
築
し
ま
す
。

コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
の

開
設
支
援
の
対
象
を
全
業
種
に

広
げ
る
ほ
か
、I
T
事
業
所
の
立

ち
上
げ
に
必
要
な
建
物
改
修
へ

の
支
援
を
拡
充
し
ま
す
。

●
企
業
誘
致
の
促
進

人
口
増
加
の
た
め
に
は
、若
者

や
女
性
が
地
域
に
定
着
で
き
る

よ
う
働
く
場
所
の
確
保
が
必
要

で
す
。産
業
立
地
条
例
を
延
長
し
、

工
場
な
ど
に
加
え
、若
者
や
女
性

の
就
業
割
合
が
高
い
事
務
所
の

立
地
を
促
進
し
ま
す
。外
資
系
企

業
の
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
入
居
に
つ

い
て
も
、床
面
積
の
要
件
を
緩
和

し
ま
す
。

●
事
業
継
続
支
援

70
歳
代
の
経
営
者
の
半
数
以

上
が
事
業
承
継
の
準
備
を
し
て

い
ま
せ
ん
。
親
族
へ
の
事
業
承

継
に
加
え
、
従
業
員
な
ど
第
三

者
へ
の
事
業
継
続
を
促
進
す
る

た
め
、
店
舗
賃
貸
料
や
建
物
改

修
費
な
ど
の
経
費
を
新
た
に
支

援
し
ま
す
。

商
店
街
の
活
性
化

●
商
店
街
の
に
ぎ
わ
い
の
創
出

商
店
街
に
継
続
的
な
に
ぎ
わ

い
を
創
出
し
潤
い
を
も
た
ら
す

取
り
組
み
を
支
援
し
、フ
ァ
ン
づ

く
り
を
応
援
し
ま
す
。外
国
人
観

光
客
の
増
加
に
対
応
す
る
た
め
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
対
応
機

器
の
導
入
や
、ア
ー
ケ
ー
ド
、ト

イ
レ
な
ど
共
同
施
設
の
整
備
を

促
進
し
ま
す
。

●
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー
機
能
の
強
化

商
店
街
が
持
つ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
機
能
を
強
化
し
ま
す
。商
店
街

が
行
う
移
動
販
売
の
取
り
組
み
を

支
援
し
、中
山
間
地
域
な
ど
で
の

買
い
物
の
利
便
性
を
高
め
ま
す
。

空
き
店
舗
の
活
用
で
は
、店
舗

改
修
と
一
体
的
に
行
う
住
宅
の

改
修
な
ど
を
支
援
す
る
こ
と
に

加
え
、子
育
て
中
の
親
子
や
障
害

者
が
交
流
で
き
る
場
と
し
て
活

用
を
進
め
ま
す
。

●
商
店
街
の
再
編

商
店
街
の
再
編
と
ま
ち
の
再

整
備
を
一
体
的
に
推
進
し
ま
す
。

再
編
に
伴
う
移
転
開
業
の
ほ
か
、

店
舗
の
貸
出
や
新
規
出
店
に
必

要
な
住
居
の
移
転
費
を
支
援
し

ま
す
。

農
林
水
産
業
の
基
幹
産
業
化
・

高
付
加
価
値
化
の
推
進

●
農
業
の
基
幹
産
業
化

T
P
P
（
環
太
平
洋
連
携
協

定
）
や
日
本
と
E
U
に
よ
る
経
済

連
携
協
定
が
発
効
し
ま
し
た
。兵

庫
が
持
つ
ブ
ラ
ン
ド
力
を
生
か

し
、国
内
外
の
産
地
間
競
争
を
勝

ち
抜
く
た
め
に
は
、農
業
経
営
の

基
盤
強
化
が
必
要
で
す
。

共
同
利
用
す
る
農
業
機
械
の

導
入
支
援
に
よ
り
、複
数
の
集
落

に
よ
る
広
域
的
な
集
落
営
農
法

人
の
設
立
を
促
進
し
ま
す
。協
力

員
を
配
置
し
、営
農
継
続
が
困
難

と
な
っ
て
い
る
集
落
に
農
地
集

約
を
働
き
掛
け
ま
す
。

●
多
様
な
担
い
手
の
確
保・育
成

県
内
外
か
ら
の
就
農
希
望
者

を
確
保
す
る
た
め
、イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
で
本
県
農
業
の
魅
力
を
発

信
し
ま
す
。農
家
出
身
で
は
な
い

就
農
者
な
ど
を
地
域
ぐ
る
み
で

支
援
す
る
体
制
を
構
築
し
ま
す
。

●
供
給
の
安
定
化

野
菜
を
通
年
で
安
定
し
て
供

給
で
き
る
よ
う
、新
た
に
中
小
規

模
ハ
ウ
ス
へ
の
環
境
制
御
機
器

の
導
入
を
支
援
し
ま
す
。

市
場
拡
大
を
目
指
し
、引
き
続

き
海
外
の
展
示
商
談
会
に
出
展

し
ま
す
。兵
庫
県
認
証
食
品
の
生

産
を
増
や
し
、2
0
2
0
年
度
に

県
内
流
通
割
合
を
40
％
ま
で
増

や
し
ま
す
。

●
畜
産
業
の
生
産
力
強
化

国
内
外
で
の
神
戸
ビ
ー
フ
の

需
要
の
高
ま
り
に
対
し
、担
い
手

を
確
保
し
、生
産
を
増
や
す
必
要

が
あ
り
ま
す
。畜
産
参
入
支
援
セ

ン
タ
ー
を
設
置
し
、法
人
等
の
参

入
を
促
進
し
ま
す
。但
馬
牛
2
万

頭
増
頭
に
向
け
て
、牛
舎
の
整
備

や
繁
殖
雌
牛
の
導
入
を
支
援
し

ま
す
。

起業プラザひょうご

空き店舗を活用した子育てほっとステーション

2019年度の主な事業

県産の農・畜・水産物および
加工食品で「安全・安心」かつ

「個性・特長」がある食品を認
証。「推奨ブランド」と、より厳し
い基準をクリアした「安心ブラン
ド」の2種類があります。

兵庫県認証食品
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2
0
2
3
年
度
ま
で
に
千
㌔
整
備

し
ま
す
。県
産
木
材
を
利
用
し
た

木
造
住
宅
の
建
築
を
支
援
し
ま
す
。

●
豊
か
な
海
の
再
生

水
産
資
源
の
増
殖
を
進
め
ま
す
。

日
本
海
で
は
、ズ
ワ
イ
ガ
ニ
や

ア
カ
ガ
レ
イ
の
増
殖
場
を
整
備

し
ま
す
。瀬
戸
内
海
で
は
、第
2

鹿
ノ
瀬
構
想
の
下
、加
島
南
地
区

の
漁
場
整
備
に
着
手
し
ま
す
。

下
水
処
理
場
の
栄
養
塩
管
理

運
転
の
拡
大
、工
場
な
ど
か
ら
の

栄
養
塩
供
給
も
検
討
し
ま
す
。海

域
に
加
え
、河
川
域
の
藻
場
・
干

潟
の
再
生
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

2
0
2
1
年
の
全
国
豊
か
な

海
づ
く
り
大
会
に
向
け
、開
催
準

備
を
進
め
ま
す
。

人
と
自
然
の
共
生

●
野
生
鳥
獣
害
対
策
の
強
化

野
生
鳥
獣
の
生
息
域
の
拡
大

に
よ
り
、農
林
業
被
害
は
依
然
と

し
て
深
刻
な
状
況
で
す
。

獣
害
対
策
を
指
導
す
る
鳥
獣

対
策
サ
ポ
ー
タ
ー
の
派
遣
や
、バ

ッ
フ
ァ
ー
ゾ
ー
ン
等
の
整
備
を

支
援
し
ま
す
。

ま
た
、狩
猟
期
間
中
の
イ
ノ
シ

シ
捕
獲
を
拡
大
す
る
た
め
、

I
C
T
を
活
用
し
た
大
型
お
り

や
わ
な
の
設
置
を
進
め
ま
す
。

さ
ら
に
、捕
獲
し
た
シ
カ
を
丸

ご
と
有
効
活
用
す
る
た
め
、処
理

加
工
施
設
へ
の
搬
入
や
保
管
冷

蔵
庫
の
整
備
を
支
援
し
ま
す
。

狩
猟
者
の
育
成
の
た
め
、射
撃

訓
練
や
捕
獲
技
術
の
研
修
を
行

う
狩
猟
者
育
成
セ
ン
タ
ー（
仮

称
）
を
整
備
し
ま
す
。

ア
ユ
等
を
捕
食
す
る
カ
ワ
ウ

対
策
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

●
県
立
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
郷
公
園

開
園
20
周
年

県
立
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
郷
公
園

は
開
園
20
周
年
を
迎
え
ま
す
。こ

れ
ま
で
の
野
生
復
帰
の
取
り
組

み
に
よ
っ
て
、47
都
道
府
県
へ
の

飛
来
が
確
認
さ
れ
る
ま
で
に
な

り
ま
し
た
。

コ
ウ
ノ
ト
リ
と
共
生
で
き
る

環
境
づ
く
り
の
取
り
組
み
や
成

果
を
国
内
外
に
発
信
す
る
た
め
、

11
月
に
記
念
式
典
と
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

●
海
ご
み
対
策
の
推
進

漁
業
へ
の
影
響
や
海
岸
環
境

の
悪
化
な
ど
海
ご
み
が
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

漂
流
ご
み
、海
底
ご
み
の
効
率

的
な
回
収
や
処
理
方
法
を
構
築

し
、市
町
や
漁
業
者
と
連
携
し
て

推
進
し
ま
す
。

【
兵
庫
人
材
の
活
躍
推
進
】

地
域
と
世
界
で
活
躍
で
き
る

人
材
の
育
成

●
新
た
な
教
科
化
へ
の
対
応

小
学
校
で
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
教
育
の
開
始
や
外
国
語
の
教

科
化
に
備
え
、指
導
事
例
の
作
成

や
、英
語
に
堪
能
な
地
域
人
材
の

活
用
を
支
援
し
ま
す
。

●
県
立
高
校
の
特
色
化

魅
力
あ
る
高
校
づ
く
り
の
推

進
を
図
る
た
め
、特
色
化
を
さ
ら

に
進
め
ま
す
。S
S
H
（
ス
ー
パ

ー
サ
イ
エ
ン
ス
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
）

や
S
G
H
（
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ

ル
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
）
な
ど
に
加
え
、

モ
デ
ル
校
を
新
た
に
指
定
し
ま

す
。モ
デ
ル
校
で
は
、県
内
大
学

と
の
連
携
の
下
、発
展
的
教
育
プ

ロ
グ
ラ
ム
や
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
等
を
通
じ
た

学
力
向
上
、英
語
に
よ
る
大
学
講

義
の
受
講
や
国
際
交
流
セ
ミ
ナ

ー
等
を
通
じ
た
国
際
力
強
化
に

取
り
組
み
ま
す
。

●
学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
の

推
進

教
職
員
の
働
き
方
改
革
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。県
立
学
校
へ

の
授
業
準
備
等
を
担
う
業
務
支

援
員
の
配
置
に
加
え
、市
町
立
学

校
へ
は
、引
き
続
き
ス
ク
ー
ル
・

サ
ポ
ー
ト
・
ス
タ
ッ
フ
を
モ
デ
ル

的
に
配
置
し
ま
す
。

●
私
立
高
校
の
授
業
料
軽
減

国
の
授
業
料
実
質
無
償
化
に
先

行
し
て
実
施
し
て
い
る
私
立
高
校

の
授
業
料
軽
減
を
拡
充
し
ま
す
。

隣
接
府
県
に
加
え
、奈
良
県
や
滋

●
森
林
の
保
全
再
生
と
県
産
木
材

の
利
用
拡
大

森
林
が
持
つ
防
災
や
地
球
温

暖
化
防
止
な
ど
の
多
面
的
な
機

能
は
、全
て
の
人
に
恩
恵
を
も
た

ら
し
ま
す
。

森
林
を
適
正
に
管
理
す
る
た
め
、

森
林
環
境
譲
与
税
が
導
入
さ
れ
ま

す
。市
町
へ
の
技
術
的
支
援
や
専

門
職
員
の
養
成
、県
産
木
材
の
利

用
促
進
な
ど
に
活
用
し
ま
す
。

成
熟
し
た
人
工
林
の
主
伐
と
再

造
林
に
よ
り
、災
害
防
止
と
収
益

性
の
高
い
林
業
を
目
指
し
ま
す
。

燃
料
用
材
の
需
要
増
加
に
対
応
す

る
た
め
、
間
伐
材
の
効
率
的
な

搬
出
に
必
要
な
林
内
路
網
を
、

伐採した原木を搬出するための林道や作業道を整備

野外生息数が100羽を超えたコウノトリ

兵
庫
人
材
の
活
躍
推
進
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賀
県
な
ど
関
西
圏
の
高
校
へ
の
通

学
者
も
対
象
に
し
ま
す
。

●
兵
庫
県
立
大
学
の
改
革
推
進

県
立
大
学
で
は
、4
月
か
ら
国

際
商
経
学
部
と
社
会
情
報
科
学

部
の
新
学
部
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

す
。減
災
復
興
政
策
研
究
科
博
士

後
期
課
程
も
開
設
し
ま
す
。

グ
ロ
ー
バ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー

ス
の
学
生
が
入
居
す
る
国
際
学

生
寮
や
、交
流
の
場
と
な
る
国
際

交
流
セ
ン
タ
ー
を
9
月
に
開
設

し
ま
す
。母
国
語
で
の
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
な
ど
留
学
生
の
支
援
体

制
も
整
え
ま
す
。

●
専
門
職
業
人
材
の
育
成
支
援

但
馬
地
域
に
開
学
予
定
の
国

際
観
光
芸
術
専
門
職
大
学
（
仮

称
）
は
、10
月
の
設
置
認
可
申
請

に
向
け
、教
育
課
程
の
編
成
な
ど

具
体
的
な
検
討
を
進
め
ま
す
。

多
く
の
人
に
関
心
を
持
っ
て
も

ら
え
る
よ
う
、プ
レ
カ
レ
ッ
ジ
や

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
も
開
催
し
ま
す
。

多
様
な
人
材
の
活
躍
推
進

●
働
き
方
改
革
の
推
進

多
様
な
人
材
の
活
躍
に
は
、仕

事
と
生
活
の
調
和
が
欠
か
せ
ま

せ
ん
。

神
戸
市
に
加
え
、尼
崎
市
と
姫

路
市
に
、ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ

ラ
ン
ス
の
推
進
拠
点
と
な
る
、ひ

ょ
う
ご
仕
事
と
生
活
セ
ン
タ
ー

の
ブ
ラ
ン
チ
を
開
設
し
ま
す
。

育
児
や
介
護
な
ど
に
よ
る
離

職
者
の
雇
用
や
、託
児
ス
ペ
ー
ス
、

在
宅
勤
務
シ
ス
テ
ム
の
整
備
な

ど
、労
働
環
境
の
充
実
を
支
援
し

ま
す
。

●
女
性
活
躍
の
推
進

女
性
の
活
躍
の
場
を
さ
ら
に

広
げ
て
い
き
ま
す
。複
数
企
業
の

女
性
グ
ル
ー
プ
の
自
主
的
な
活

動
や
女
子
学
生
の
キ
ャ
リ
ア
プ

ラ
ン
ニ
ン
グ
を
支
援
し
ま
す
。

女
性
向
け
起
業
セ
ミ
ナ
ー
の

開
催
や
就
業
体
験
の
実
施
な
ど
、

起
業
・
就
業
を
目
指
す
意
欲
の
高

い
女
性
を
応
援
し
ま
す
。

●
外
国
人
材
の
活
用

4
月
か
ら
、新
た
な
在
留
資
格

に
よ
る
外
国
人
労
働
者
の
受
け

入
れ
が
始
ま
り
ま
す
。

日
本
で
の
生
活
に
な
じ
み
、就

労
先
で
そ
の
能
力
を
発
揮
で
き

る
よ
う
、生
活
相
談
体
制
の
強
化

や
、日
本
語
教
育
、母
語
教
育
の

充
実
な
ど
、受
け
入
れ
体
制
を
整

え
ま
す
。技
能
実
習
生
の
受
け
入

れ
が
本
格
化
す
る
介
護
分
野
で

は
、専
門
相
談
員
の
配
置
や
介
護

技
術
の
研
修
な
ど
に
よ
り
、現
場

へ
の
定
着
を
促
進
し
ま
す
。

【
交
流
・
環
流
を
生
む
兵
庫
五
国
の
魅
力
向
上
】

魅
力
あ
る
都
市
空
間
の
整
備

●
県
本
庁
舎
の
再
整
備

県
本
庁
舎
は
、耐
震
診
断
の
結

果
、老
朽
化
と
災
害
拠
点
と
し
て

の
耐
震
性
の
不
足
が
課
題
と
な

っ
て
い
ま
す
。周
辺
施
設
の
整
備

の
在
り
方
や
元
町
山
手
地
区
の

に
ぎ
わ
い
づ
く
り
と
合
わ
せ
、県

議
会
を
は
じ
め
、有
識
者
や
事
業

者
と
の
間
で
検
討
を
進
め
て
お

り
、本
年
度
に
再
整
備
の
方
向
性

を
ま
と
め
た
基
本
計
画
を
策
定

し
ま
す
。

●
三
宮
駅
周
辺
再
整
備

新
た
な
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
の

整
備
予
定
地
で
あ
る
サ
ン
パ
ル

や
区
役
所
を
含
む
雲
井
通
5
丁

目
地
区
の
再
開
発
に
向
け
、事
業

計
画
の
策
定
を
支
援
し
ま
す
。

●
新
長
田
の
に
ぎ
わ
い
づ
く
り

新
長
田
合
同
庁
舎
が
完
成
し
、

8
月
か
ら
関
係
機
関
が
順
次
移

転
し
、業
務
を
開
始
し
ま
す
。総

合
衛
生
学
院
の
移
転
検
討
と
合

わ
せ
、新
長
田
の
活
性
化
に
つ
な

げ
ま
す
。

●
県
庁
発
祥
の
地
の
整
備
促
進

初
代
県
庁
復
元
施
設
の
設
計

を
進
め
、建
設
工
事
に
着
手
し
ま

す
。県
の
成
り
立
ち
や
兵
庫
五
国

の
歴
史
な
ど
を
分
か
り
や
す
く

伝
え
る
兵
庫
津
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

（
仮
称
）
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

●
地
域
の
魅
力
向
上

明
石
城
が
築
城
4
0
0
周
年

を
迎
え
ま
す
。春
か
ら
秋
に
か
け

て
記
念
事
業
を
開
催
す
る
ほ
か
、

明
石
公
園
に
新
た
な
桜
の
名
所

を
整
備
し
ま
す
。

六
甲
山
の
魅
力
を
高
め
ま
す
。

六
甲
山
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
に

基
づ
き
、さ
ら
な
る
民
間
活
用
を

促
進
し
ま
す
。遊
休
施
設
の
改
修

等
に
加
え
、新
築
に
対
す
る
補
助

を
創
設
し
ま
す
。

定
着
・
環
流
対
策
の
推
進

●
兵
庫
県
へ
の
就
業・移
住
促
進

ま
ず
は
県
内
就
業
の
促
進
で

す
。県
内
企
業
の
求
人
情
報
を
掲

載
す
る
マ
ッ
チ
ン
グ
サ
イ
ト
を

開
設
し
、就
業
・
移
住
希
望
者
と

県
内
企
業
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
図

り
ま
す
。効
果
的
な
求
人
広
告
を 築城400周年を迎える明石城

女子学生のキャリアフォーラム

交
流
・
環
流
を
生
む

兵
庫
五
国
の
魅
力
向
上

2019年度の主な事業
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作
成
で
き
る
よ
う
企
業
を
支
援

し
ま
す
。

大
学
の
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー

と
連
携
し
、県
内
企
業
で
働
く
魅

力
を
学
生
や
教
員
に
発
信
し
ま

す
。イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
受
け

入
れ
る
中
小
企
業
の
支
援
を
拡

大
し
ま
す
。

●
交
流・関
係
人
口
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
強
化

ふ
る
さ
と
へ
の
思
い
を
つ
な

ぐ
ひ
ょ
う
ご
e
－
県
民
制
度
（
県

外
県
民
登
録
制
度
）
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。地
域
情
報
の
提
供
や

県
産
品
の
購
入
等
の
特
典
を
充

実
さ
せ
、交
流
や
移
住
に
つ
な
げ

て
い
き
ま
す
。県
内
向
け
の
制
度

も
創
設
し
ま
す
。

●
地
域
再
生
大
作
戦
の
新
展
開

小
規
模
集
落
は
、こ
の
10
年
間

で
倍
増
し
、5
0
0
集
落
を
超
え

ま
し
た
。高
齢
化
が
進
む
集
落
に
、

新
た
な
担
い
手
を
呼
び
込
む
必

要
が
あ
り
ま
す
。

ふ
る
さ
と
応
援
交
流
セ
ン
タ

ー
を
開
設
し
、県
版
の
地
域
お
こ

し
協
力
隊
の
派
遣
を
通
じ
て
、地

域
活
動
や
都
市
部
と
の
交
流
、移

住
、二
地
域
居
住
を
促
進
し
ま
す
。

集
落
が
行
う
空
き
家
の
改
修
を

支
援
し
、住
ま
い
を
確
保
し
ま
す
。

●
楽
農
生
活
の
全
県
展
開

誰
も
が
食
と
農
を
よ
り
身
近

に
体
験
で
き
る
よ
う
、各
地
域
で

の
楽
農
生
活
の
拠
点
の
開
設
を

支
援
し
ま
す
。農
林
漁
業
体
験
が

で
き
る
民
宿
と
し
て
の
空
き
家

の
活
用
を
促
進
し
ま
す
。

国
内
外
か
ら
の

ツ
ー
リ
ズ
ム
人
口
の
拡
大

●
ゴ
ー
ル
デ
ン
ス
ポ
ー
ツ
イ
ヤ
ー
ズ

を
生
か
し
た
誘
客
促
進

ゴ
ー
ル
デ
ン
ス
ポ
ー
ツ
イ
ヤ

ー
ズ
や
大
阪
・
関
西
万
博
の
開
催

決
定
を
機
に
、さ
ら
な
る
誘
客
促

進
に
取
り
組
み
ま
す
。

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

で
は
、神
戸
で
4
試
合
が
開
催
さ

れ
ま
す
。ラ
グ
ビ
ー
強
豪
国
向
け

の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
や
外
国
人

観
光
客
へ
の
効
果
的
な
情
報
配

信
、物
産
展
の
開
催
な
ど
に
取
り

組
み
ま
す
。ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
な

ど
4
カ
国
の
公
認
チ
ー
ム
と
地

域
と
の
交
流
事
業
も
実
施
し
ま

す
。同

時
期
に
開
催
さ
れ
る
瀬
戸

内
国
際
芸
術
祭
に
合
わ
せ
て
、瀬

戸
内
海
ク
ル
ー
ズ
を
展
開
し
ま

す
。

●
五
国
の
資
源
を
生
か
し
た
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
促
進

五
つ
の
日
本
遺
産
な
ど
地
域

資
源
を
生
か
し
た
ツ
ー
リ
ズ
ム

を
促
進
し
ま
す
。

観
光
客
が
投
稿
で
き
る
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
の
構
築
に
加
え
、ひ
ょ

う
ご
ゴ
ー
ル
デ
ン
ル
ー
ト
の
東

側
に
体
験
型
観
光
を
中
心
と
し

た
新
た
な
モ
デ
ル
コ
ー
ス
を
設

定
し
、情
報
発
信
し
ま
す
。

サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
つ

い
て
は
、県
内
を
8
地
域
に
分
け

た
モ
デ
ル
ル
ー
ト
を
設
定
し
、案

内
標
識
の
設
置
な
ど
を
進
め
ま

す
。

ス
ポ
ー
ツ・
芸
術
文
化
の
振
興

●
ス
ポ
ー
ツ
立
県
ひ
ょ
う
ご
の

実
現

昨
年
は
、多
く
の
兵
庫
県
出
身

選
手
が
世
界
で
活
躍
し
、県
民
を

元
気
づ
け
て
く
れ
ま
し
た
。ス
ポ

ー
ツ
へ
の
関
心
の
高
ま
り
を
、ワ

ー
ル
ド
マ
ス
タ
ー
ズ
ゲ
ー
ム
ズ

2
0
2
1
関
西
の
機
運
醸
成
と

参
加
促
進
に
つ
な
げ
る
た
め
、リ

ハ
ー
サ
ル
大
会
や
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
ま
す
。ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

21
ひ
ょ
う
ご
の
活
性
化
や
、ひ
ょ

う
ご
女
性
ス
ポ
ー
ツ
の
会
の
取

り
組
み
を
支
援
し
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
立
県
ひ
ょ
う
ご
の

実
現
に
向
け
、競
技
ス
ポ
ー
ツ
の

強
化
や
未
来
の
ス
ー
パ
ー
ア
ス

リ
ー
ト
の
育
成
に
取
り
組
み
ま

す
。

●
芸
術
文
化
の
振
興

今
年
の
県
立
芸
術
文
化
セ
ン

タ
ー
の
佐
渡
裕
芸
術
監
督
プ
ロ

デ
ュ
ー
ス
オ
ペ
ラ
は
「
オ
ン
・

ザ
・
タ
ウ
ン
」
で
す
。東
京
公
演

を
含
め
12
公
演
の
ロ
ン
グ
ラ
ン

公
演
と
な
り
ま
す
。

県
立
美
術
館
で
は
、安
藤
忠
雄

さ
ん
が
手
掛
け
た
作
品
模
型
を

展
示
す
る
第
2
展
示
棟
を
オ
ー

プ
ン
し
ま
す
。県
立
考
古
博
物
館

で
は
、寄
贈
を
受
け
た
貴
重
な
陶

磁
器
な
ど
を
展
示
す
る
た
め
、加

西
分
館
を
増
築
し
ま
す
。

交
通
イ
ン
フ
ラ
の
充
実

●
基
幹
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備

交
流
・
環
流
の
基
盤
と
な
る
基

幹
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備

を
加
速
し
ま
す
。

昨
年
着
工
さ
れ
た
大
阪
湾
岸

道
路
西
伸
部
を
は
じ
め
、中
国
横

断
自
動
車
道
姫
路
鳥
取
線
、北
近

畿
豊
岡
自
動
車
道
、山
陰
近
畿
自

動
車
道
、神
戸
西
バ
イ
パ
ス
、東

播
磨
道
な
ど
の
早
期
整
備
や
、名

神
湾
岸
連
絡
線
、播
磨
臨
海
地
域

ワールドマスターズゲームズ1000日前記念イベント

ひょうごe-県民証（Edyカード）

詳しくは
こちら
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道
路
の
早
期
事
業
化
を
推
進
し

ま
す
。

●
関
西
3
空
港
の
最
大
活
用

大
規
模
な
国
際
イ
ベ
ン
ト
を

控
え
、航
空
需
要
の
さ
ら
な
る
拡

大
が
見
込
ま
れ
ま
す
。昨
年
の
浸

水
被
害
を
踏
ま
え
た
関
西
国
際

空
港
の
補
完
体
制
も
必
要
で
す
。

関
西
3
空
港
の
最
大
活
用
に

向
け
て
、3
空
港
懇
談
会
で
、神

戸
空
港
、伊
丹
空
港
の
規
制
緩
和

に
つ
い
て
合
意
を
目
指
し
ま
す
。

●
但
馬
空
港
の
さ
ら
な
る
活
用

但
馬
空
港
が
開
港
25
周
年
を

迎
え
ま
す
。昨
年
、新
型
機
が
就

航
し
、1
月
末
ま
で
の
利
用
者
は

3
万
4
7
6
4
人
と
2
0
1
7

年
度
1
年
間
の
実
績
を
既
に
上

回
り
ま
し
た
。

首
都
圏
直
行
便
の
実
現
に
向
け
、

チ
ャ
ー
タ
ー
便
の
試
験
運
航
を
実

施
し
ま
す
。タ
ー
ミ
ナ
ル
改
修
や

京
丹
後
地
域
と
空
港
を
結
ぶ
バ
ス

の
試
験
運
行
な
ど
、さ
ら
な
る
利

便
性
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

●
港
湾
の
有
効
活
用

姫
路
港
は
開
港
60
周
年
を
迎

え
ま
す
。に
ぎ
わ
い
を
生
み
出
す

旅
客
船
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
改
修
を

進
め
ま
す
。陸
上
輸
送
か
ら
海
上

輸
送
へ
の
転
換
を
促
進
す
る
た

め
、内
航
フ
ィ
ー
ダ
ー
航
路
の
開

設
を
後
押
し
し
ま
す
。

【
地
域
の
自
立
】

地
域
創
生
の
推
進

●
地
域
創
生
戦
略
の
改
定

地
域
創
生
戦
略
の
最
終
年
度

を
迎
え
、次
期
戦
略
を
策
定
し
ま

す
。「

兵
庫
2
0
3
0
年
の
展
望
」

の
具
体
化
に
向
け
、フ
ォ
ー
ラ
ム

を
開
催
し
、県
民
か
ら
の
提
案
や

ア
イ
デ
ア
を
次
期
戦
略
に
反
映

さ
せ
ま
す
。

国
の
地
方
創
生
推
進
交
付
金

と
拠
点
整
備
交
付
金
を
最
大
限

活
用
す
る
こ
と
に
加
え
、本
県
独

自
の
地
域
創
生
交
付
金
に
よ
り
、

市
町
の
多
様
な
取
り
組
み
を
支

援
し
ま
す
。

●
地
方
分
権
改
革
の
推
進

分
権
型
社
会
の
実
現
に
向
け
、

国
の
権
限
と
財
源
を
大
く
く
り

で
地
方
に
移
譲
す
る
仕
組
み
を

つ
く
る
よ
う
、引
き
続
き
国
に
提

案
し
ま
す
。県
と
市
町
の
独
自
規

制
の
見
直
し
や
、特
区
制
度
の
活

用
に
よ
る
地
域
活
性
化
に
取
り

組
み
ま
す
。

●
関
西
広
域
連
合
の
活
動
の
展
開

関
西
広
域
連
合
で
は
、防
災
や

観
光
振
興
を
は
じ
め
と
す
る
7

分
野
の
広
域
事
務
を
引
き
続
き

実
施
す
る
ほ
か
、ワ
ー
ル
ド
マ
ス

タ
ー
ズ
ゲ
ー
ム
ズ
2
0
2
1
関

西
や
2
0
2
5
年
大
阪
・
関
西
万

博
の
開
催
支
援
な
ど
、関
西
全
体

の
課
題
に
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、広
域
行
政
の
あ
り
方
検

討
会
の
報
告
な
ど
を
踏
ま
え
、地

方
分
権
の
実
現
に
向
け
、関
西
広

域
連
合
の
機
能
強
化
を
図
る
と

と
も
に
、広
域
連
合
制
度
の
充
実

に
つ
い
て
検
討
し
、国
へ
制
度
の

見
直
し
を
働
き
掛
け
ま
す
。

関西広域連合の主な取り組み 広域調整課 078（362）4006 078（362）4479

関西への外国人旅行者誘致のため、官民一体となって
設立した広域連携DMO「（一財）関西観光本部」と連携
し、観光プロモーションなどを実施しています。さらに、ラグ
ビーワールドカップ、東京オリンピック・パラリンピック、ワー
ルドマスターズゲームズ2021関西、2025年大阪・関西
万博等の開催に向け、関西文化の魅力などを発信し、国
内外にわたり「KANSAI」の知名度向上を目指します。

タイ・国際旅行フェアでの観光プロモーション

広域観光・文化・スポーツ振興
関西全域をドクターヘリ7機が
カバーし、安全安心を支えま
す。県では、公立豊岡病院ドク
ターヘリや県立加古川医療セ
ンターを基地とする兵庫県ドク
ターヘリなどが広域救急活動を
展開します。

日本一の出動実績を誇る公立豊岡病
院ドクターヘリ

広域医療

毎年実施している関西広域応援訓練

災害に備え、被災者支援を円滑に行うた
め、防災・減災力の向上に向けた事業や、
実効性の確保のための広域応援訓練を
実施しています。さらに、過去の教訓を踏ま
えた調査研究や事前の防災対策のシナリ
オ化など一連の災害対策を担う防災庁の
創設に向けた啓発活動を展開します。

広域防災

但馬空港にデビューしたコウノトリ号

地
域
の
自
立

2019年度の主な事業

※2019年度の予算と事業は県議会の議決をもって成立します



2019年度以降の行財政運営
県では、阪神・淡路大震災で悪化した財政を立て直

すため、全国初となる行革推進条例を制定し、2008
年度から2018年度までの11年間、行財政構造改革
に取り組んだ結果、目標を達成することができました。
しかし、震災関連県債残高がいまだ約3,200億円
残っているなど、本県を取り巻く財政環境は依然とし
て厳しい状況が続きます。
このため、新たに策定した「兵庫県行財政運営
方針」に基づき、県民に信頼される適切な行財政運
営を推進します。

財政運営の目標（主なもの）

区分 2019年度
当初 10年間の目標

フ
ロ
ー
指
標

収支均衡 0 毎年度：収支均衡

県債依存度
［臨時財政対策債除き］ 9.6％

毎年度：�毎年度の地財計画の
一般財源総額に対する
地方債の割合以下

実質公債費比率 15.1％ 毎年度：18％未満

ス
ト
ッ
ク
指
標

県債残高比率
［臨時財政対策債除き］ 258.4％ 2028年度：150％程度

将来負担比率
［震災関連県債残高除き］ 272.3％ 2028年度：�2016年度の全国

平均（200％）程度

県債管理基金積立不足率 21.4％ 2028年度：15％程度

主な分野の取り組み方針

組　織 本庁は5部・25局・100課、地方機関は県民局・県民センター体制を基本とします。

定　員 一般行政部門は2018年4月1日の職員数を基本に配置します。

給　与 特別職は一定の給与抑制措置を実施し、一般職は減額率を縮小した上で、管理職手当を減額します。

事務事業
2018年度当初予算の一般事業費枠や事業数を基本とし、スクラップ・アンド・ビルドを徹底します。
また、「兵庫県地域創生戦略」「兵庫2030年の展望」等を踏まえ、すこやか兵庫の実現に向けた新規
施策を積極的に展開します。

投資事業 地方財政計画の水準を基本としつつ、地方交付税措置のある有利な県債を活用し、防災・減災対策な
どの事業費を別枠で確保します。

自主財源の
確保

県　税 収入未済額のさらなる削減に向け、徴収確保対策を推進します。

課税自主権の活用 法人県民税超過課税、法人事業税超過課税、県民緑税について、充当
事業の効果を検証の上、今後の計画の必要性を検討します。

諸収入
�使用料・手数料の適正化や、ネーミングライツの導入を推進します。
ふるさとひょうご寄附金の事業ごとの特典を充実し、効果的な広報・
PRを展開します。

新行政課　 078（362）3045　 078（362）9478　※詳細は県ホームページに掲載しています　 兵庫　行財政運営 検索
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放
送
さ
れ
た
テ
レ
ビ・ラ
ジ
オ
番
組
は
、「
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」や
「
ひ
ょ
う
ご
チ
ャ
ン
ネ
ル
」（
テ
レ
ビ
番
組
の
み
）で
も
視
聴
で
き
ま
す

県
議
会
は
、豊
か
で
住
み
よ
い
兵
庫
を
実
現
す

る
た
め
、県
民
の
選
挙
で
選
ば
れ
た
議
員（
任
期

4
年
）が
、県
政
の
基
本
的
な
事
項
に
つ
い
て
話
し

合
い
、決
め
て
い
く
場
で
す
。

県
議
会
に
は
、定
期
的
に
開
か
れ
る
「
定
例
会
」

（
年
4
回
／
2
月
、6
月
、9
月
、12
月
）と
、必
要

に
応
じ
て
臨
時
に
開
か
れ
る
「
臨
時
会
」
が
あ
り
、

全
議
員
が
出
席
し
、県
の
意
思
決
定
を
行
い
ま
す
。

限
ら
れ
た
会
期
の
中
で
、多
く
の
議
案
な
ど
を

審
議
・
審
査
す
る
た
め
、少
人
数
の
委
員
会
を
設

け
、専
門
的
に
詳
し
く
審
査
し
て
い
ま
す
。

議会広報
PRキャラクター

「兵
ひょうぎはかせ

議博士」

県
議
会
と
は

議会総合誌
「はい、県議会です。」

年1回発行/議会の役割や仕組
み、常任委員会活動などを紹介し
ています。

年4回発行（全世帯配布議会広
報紙）/年4回開催される定例会
の審議内容等を紹介します。

ひょうご県議会だより

Kiss FM KOBE

兵庫県からのお知らせ
土曜18時55分ごろ

ラジオ関西

こちら知事室！  井戸敏三です
第2火曜8時7分〜33分ごろ
ワイド番組「三上公也の朝は恋人」に知事
が生出演しています。

兵庫県からのお知らせ
月曜〜金曜7時7分ごろ

ラジオ番組

フェイスブック「はばタンなび」
兵庫県マスコット「はばタン」が、観光やイベント
情報など「ひょうごの魅力」をお届けしています。
はばタンなび 検索

ライン「はばタン」
兵庫県マスコット「はばタン」が、毎週情報をお届
けします。右のQRコードから「友達追加」を選択
してください。「はばタン」スタンプ販売中。

ツイッター「hyogokoho」
防災情報やイベント、観光情報など
について発信しています。
hyogokoho 検索

さわやか提案箱
県に対するご意見を
募集しています。
さわやか提案箱 検索

インターネット
ふるさと兵庫＂すごいすと＂
兵庫を元気にしている人や 
ふるさと兵庫の魅力を発信 
するネット情報誌です。
すごいすと 検索

兵庫県ホームページ
主要施策、防災情報、イベント等
の県政情報のほか、知事定例記
者会見などを視聴できます。 
兵庫県 検索  

ひょうごチャンネル
県のイベント、広報番組などを動画で
紹介するほか、魅力ある地域資源の
動画素材を無料で提供しています。
ひょうごチャンネル 検索

毎月発行（県広報紙）／県の重要施策
をはじめ地域の魅力や取り組み、県か
らのお知らせなどを紹介しています。

広報紙・誌
点字広報誌
 「広報ひょうご」
毎月発行／県政の動きなどを
紹介。目の不自由な人に点字
でお届けしています。

声の広報
「愛の小箱」
毎月発行／県政の動きなどを
紹介。目の不自由な人にCDで
お届けしています。 

制作発行：（社福）兵庫県視覚障害者福祉協会

╲県の情報・魅力を発信しています╱

県
議
会
で
は
、知
事
や
議
員
か
ら
提

出
さ
れ
た
予
算
、条
例
な
ど
の
議
案
の

審
議
の
ほ
か
、意
見
書
の
提
出
・
決
議
、

県
政
の
調
査
・
検
査
、請
願
・
陳
情
の
審

査
な
ど
を
行
い
ま
す
。
議
会
に
提
出

さ
れ
た
議
案
は
、本
会
議
か
ら
関
係
す

る
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、審
査
・
調
査

が
行
わ
れ
た
後
、本
会
議
に
お
い
て
議

決
さ
れ
ま
す
。

知事が実施するも
のは知事へ送付

・提案者による説明
・質疑・意見開陳
・表決

・委員長報告
・委員長報告に対する質疑
・討論
・表決

・議会への提出
・提案者による説明
・質疑・質問
・委員会への付託

議員提出議案・知事提出議案

議
案
成
立
ま
で
の
流
れ

可決した議案

委員会

本会議

本会議

県議会の仕組みや活動状況、傍
聴のご案内のほか、本会議や常任
委員会などの審議状況をインター
ネットによりライブ中継と録画配信
しています。また、県議会フェイス
ブックでは、最新のトピックスなど
の新着情報を提供しています。

県議会ホームページ
県議会フェイスブック

検索兵庫県議会

テレビ番組

サンテレビ

日曜8時30分～9時
（再放送：月曜18時～18時30分）
県の取り組みや地域のさまざまな魅力、 
輝く人などを紹介する情報番組。

「IDOカフェ」コーナー（毎月第3日曜）では、
知事が地域で活躍している人と対談します。
ひょうご発信！ 検索

兵庫県広報紙

※予算特別委員会は2月定例会で、決算特別
委員会は9月定例会で、それぞれ設置されるこ
とが通例となっています

議会運営委員会

総務、健康福祉、産業労働、
農政環境、建設、文教、警察

常任委員会

予算特別委員会
決算特別委員会

特別委員会※

本
会
議

ヒョーゴアーカイブス
県が保管する映像や写真を公開。懐かしい
写真やふるさとの美しい風景が並びます。
ヒョーゴアーカイブス 検索

昭和39年、東京オリンピック聖火リレー（姫路市内）

この広報誌は3月18日現在の情報に基づき作成しています。

本会議の傍聴については
議会事務局総務課
078（362）3708
078（362）3924
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30,502

明石市
49.42

298,557

高砂市
34.38
88,616

加古川市
138.48
263,287

三木市
176.51
75,713

淡路市
184.32
42,024

洲本市
182.38
42,183

南あわじ市
229.01
44,979

太子町
22.61
33,523

姫路市
534.48
531,158

福崎町
45.79
19,488

小野市
92.94
47,974

西脇市
132.44
39,533

多可町
185.19
19,985

加西市
150.98
43,361

丹波市
493.21
62,375

市川町
82.67
11,563

神河町
202.23
10,927

朝来市
403.06
29,594

たつの市
210.87
75,436

相生市
90.40
29,252赤穂市

126.85
46,651

上郡町
150.26
14,322

佐用町
307.44
16,211

宍粟市
658.54
35,508

養父市
422.91
22,745

豊岡市
697.55
79,169香美町

368.77
16,688

新温泉町
241.01
13,857

播磨町
9.13

33,707

阪神南
県民センター

　　　●

但馬県民局
●

丹波県民局 ●

北播磨
県民局

●

●
淡路県民局

阪神北
県民局

●

西播磨
県民局

●

東播磨
県民局

●

神戸県民センター●

中播磨
県民センター
　 　●

兵庫県庁
●

西
東経134度15分

上郡町行頭

北北緯35度40分
豊岡市竹野町猫崎

東
東経135度28分

川西市黒川

南
北緯34度09分
南あわじ市沼島

県政の総合的な相談窓口
困ったとき、まずは「さわやか県民相談」へ

県政へのご意見・ご要望や、日常生活の相談など。

※通話無料（携帯電話からはつながりません）
※その他、県庁でも受け付け ☎078（371）3733

［相談日時：月曜～金曜（祝休日、年末年始を除く）9時～12時、13時～17時30分］

相続や離婚などの家庭問題、認知症・高齢者、エイズ、登記、住まい、 
交通事故、外国人県民、国の行政、法律の専門相談窓口を開設。

県民総合相談センターでの専門相談

☎078（360）8511

※�専門相談窓口は開設曜日・時間が決まっているので、事前にご確認ください

月曜～金曜（祝休日、年末年始を除く）
9時〜12時、13時〜17時30分

電話受付
日時

月曜～金曜（祝休日、年末年始を除く） 9時～17時30分
※12時～13時は転送電話により神戸（県民総合相談センター）で対応

相談
日時

⃝神　戸 0120（16）7830 ⃝中播磨 0120（27）7830
⃝阪神南 0120（13）7830 ⃝西播磨 0120（83）7830
⃝阪神北 0120（47）7830 ⃝但　馬 0120（31）7830
⃝東播磨 0120（26）7830 ⃝丹　波 0120（32）7830
⃝北播磨 0120（61）7830 ⃝淡　路 0120（36）7830

県旗
セルリアンブルーをバックに、波
の形をデザインした「兵」の字を
白く抜き、南北を海に接した県
の姿を象徴しています。

（昭和39年制定）

県花・ノジギク
NHKが郷土の花を募った時、
兵庫県の花として選ばれました。
11月ごろ白い花を咲かせます。

（昭和29年選定）

県鳥・コウノトリ
昭和31年に国の特別天然記
念物に指定。 但馬地域で保
護・増殖、環境整備に取り組み、
平成17年9月、野生復帰に向
けた試験放鳥に成功しました。

（昭和40年制定）

県樹・クスノキ
強健で雄大な姿が県のイメージ
と合います。県の天然記念物に
指定されている樹もあります。

（昭和41年制定）

市町の赤数字は面積（㎢）（平成30年10月1日現在）
市町の青数字は推計人口（人）（平成31年2月1日現在）

ひょうごのすがた

県統計課「兵庫県推計人口」
（平成31年2月1日現在）

547万8,262人人　口

国土地理院「全国都道府県市区町村別面積調」
（平成30年10月1日現在）

8,400.95㎢面　積

21兆1,714億円
県統計課「四半期別兵庫県内GDP速報

（平成31年3月）」（平成29年度速報値）

名目
GDP 
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